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「新・プロジェクトluX -暗闇を解明せよ！-」

ー大学周辺の暗さと不安への挑戦ー

班長：佐藤吉矢 副班長：永井煌 DB：花石健太
渉外：田路乃々華 書記：伊藤春奈・熊倉彩・星川千夏
担当教員：谷口綾子 TA：星野明日美
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1.背景

筑波大学周辺の暗さ

左：2016年 筑波大学新聞326号より
右：2016年 筑波大学新聞327号より

帰り道が暗い?

授業終わり..

サークル帰り...

暗さから不安や通りたく
ないと感じる
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1.背景

筑波大学周辺の暗さ
2008年の都市計画実習
糸井川先生の防災班

照度を計測

16年前
暗いと感じる人88%

2008年の都市計画実習
糸井川先生の防災班

1.背景

筑波大学周辺の暗さ

図4：15年後の天久保3丁目予想図

図4-3：照明設備のライフサイクルコストを求める際に用いる数値

防犯灯・アパート門灯
設置シミュレーション

不動産と協力した
門灯設置の提案

樋野公宏, 石井儀光, 藤井さやか, 周辺環境が夜間歩行時の犯罪不安に
与える影響とその構造―筑波研究学園都市の歩行者専用道路を対象と
して―, 日本建築学会計画系論文集，79巻，696号，p.445-450，2014.

照度計測心理量調査
（アンケート)

人通り調査

防犯や街灯等の物理的要因と
不安（心理量）を比較した研究は

ない

1.背景

既往研究
1.背景

筑波大学周辺の暗さ

筑波大学周辺は本当に暗い…？
どこが、なぜ暗い…？

暗いところは
改善された？

筑波大生の感じ方は？

不安(心理）と
実際の暗さ（物理）の比較
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2.研究の目的

筑波大学生が活動するエリアの実際の明るさを
照度計を用いて把握する

筑波大学生が大学周辺の明るさに対して
どのように感じているのかを心理的尺度を用いて把握する

筑波大学周辺の暗いとされる場所において
暗さ・不安の要因を把握する

筑波大学周辺の暗さを改善し、不安の解決を目指す。

目的１

目的３

目的４

目的２

6 3.研究の構成

背景・既往研究・目的

回帰分析

アンケート調査照度計測

GISで視覚化

暗さ（照度）を計測し

物理量を分析

分析：物理量・心理量の比較

3章 4章

1章
2章

5章

アンケートを行い

暗い(心理量)
地点を抽出

まとめと提案（結論）6章
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4.調査-①

調査① 照度計測 概要

調査概要

目的 筑波大学周辺の夜間の照度を計測し、実際の暗さとその要因を分析

日時 2024年10月23日-11月10日、22時-26時

範囲 天久保2, 3, 4丁目、春日4丁目、桜、東大通の一部、平塚通の一部

担当者 班員（佐藤、永井、花石、田路、伊藤、熊倉、星川）

用具 腕章、照度計(2つ)、メジャー(10m)

方法 該当箇所の道において10mごとに照度計を用いて
①水平照度、②鉛直照度を計測する
（地面から約150cmの高さで照度計を地面に対し①平行、②垂直にして計測）
記録用紙に10mごとの調査結果を記入。

計測
内容

水平鉛直照度（各3回）→各地点の照度を3回の計測結果の平均とする。
街灯・アパート・店舗・信号の有無を記入
調査場所、使用した照度計、計測時間を記入

概要：筑波大学周辺の夜間の照度を計測し、実際の暗さ
（物理量）とその要因を分析

8
4.調査-①

調査① 照度計測 調査範囲

調査範囲(左図の赤線上)

• 天久保2丁目
• 天久保3丁目
• 天久保4丁目
• 春日4丁目
• 桜
• 東大通の一部
• 平塚線の一部

筑波大生が夜間に
通る可能性のある

場所

9

Google map より作成 調査範囲：赤線部

4.調査-①

調査① 照度計測 方法 10

国土地理院地図より作成

照度を記録

明るさの要因

計測方向

照度計測の記録用紙 照度計測に使用する地図

黄色:南北
オレンジ:東西

4.調査-①

調査① 照度計測の様子

10月23日23時@大学会館前

11月7日23時@東大通り 11月3日25時@春日4丁目
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照度計による
計測と記録
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調査1

照度計測結果

結果
• 主にLED街灯の真下・店舗(コンビニ)の前・アパート横が明るかった
今後
• GISを利用し視覚化

13

天久保3丁目の一部(裏天3)

4.調査-①

調査① 照度計測 結果
12

Google map より作成

国土地理院地図より作成
国土地理院地図 より作成

：照度0.1以上の計測地点

4.調査-①

調査① 照度計測 結果

11月7日23時@東大通り

13

地点数

3374地点

総計測時間

28時間9分

総計測回数

20244回

延べ計測時間

108時間7分

4.調査-②

調査② アンケート調査

・目的：筑波大学周辺の明るさに関する印象を調査する
・対象：筑波大生
・期間：2024年11月9日-11月17日
・方法：Google Form
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カテゴリ 質問項目

属性 性別・年齢・学年・所属・居住地

帰宅時間
移動手段

帰宅時間
大学周辺の移動手段

不安尺度 4項目

通りたくない度合い 通りたくない度合い【計20地点】（5件法）

道に対する印象 暗いと感じる・樹木が多い・不安を感じる・道幅が広い
（車道歩道を含む）・歩きやすい・見通しが良い
私は頻繁に通る・自転車の交通量が多い・車の交通量が
多い・人通りが多い・人気が多い 【計5地点】(5件法)

5.研究の構成

背景・既往研究・目的

回帰分析

アンケート調査照度計測

GISで視覚化

暗さ（照度）を計測し

物理量を分析

分析：物理量・心理量の比較

3章 4章

1章
2章

5章

アンケートを行い

暗い(心理量)
地点を抽出

まとめと提案（結論）6章
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実施中

実施中

未

済

5.研究の構成

今後のスケジュール

照度計測・GISで可視化
結果を集計し、GISを用いて分析

アンケート調査・分析
アンケートの回収・分析、筑波大生が暗いと感じる地点や不安と感じる要因を
明確にする

街灯の分布調査
（オープンデータの利用）照度計測を行った範囲における、街灯の分布を確認
照度と街灯の関係を分析する

筑波大学周辺の暗さを緩和する提案

～11/18

～12/2

～12/2

16
6.まとめ
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ご清聴ありがとうございました
19

ORコード

アンケート調査に
ご協力お願いします
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